
 

セルでの計算 

セルに、半角文字の「=（イコール）」に続けて計算式を入力すると、その内容は「数式」とし

て認識され、計算を実行することができます。 

 

 
 

数式作成のポイント： 関数の『相対参照』・『絶対参照』・『複合参照』の理解 

『相対参照』・『絶対参照』 

セル番地を使用して数式を作成するとき、セルの参照方法が重要なポイントとなります。 

これは、「数式を入力したセル」から「数式で使用するセル」をどのように参照させるか、 

その参照方法には、相対参照・絶対参照・複合参照があります。 

 

 

 
 

－１／３－ 

絶対参照絶対参照絶対参照絶対参照には以下の書式を設定する。 



『複合参照』 

ヨコ方向のオートフィル 

丸数字が入力されている「A 列目」の列位置のみを固定します。 

列位置のみを固定するには、列番号の前のみに「$」を付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タテ方向のオートフィル 

ローマ数字が入力されている「1 行目」の行位置のみを固定します。 

行位置のみを固定するには、行番号の前のみに「$」を付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記より、ヨコ・タテ両方のオートフィルに対応する数式は「=$A2&B$1」となります。 

この数式を全セルにオートフィルでコピーします。 

全セルにオートフィルするには、まず、ヨコ方向にオートフィルした後、選択されている 

行全体をタテ方向にオートフィルします。 

 以上が複合参照の基本となります。 
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『計算式の触り方』 

計算式が設定されているセルの触り方について 

計算式の入ったセルをクリックすると、数式バーに計算式が表示されます。 

計算式をクリック又はドラッグすると、その関係セルが色枠で示され、その関係を知ること 

ができますが、計算式をドラッグしたままで、他を触ると計算式が変更されてしまいますの 

で注意が必要です。 

 

ドラッグしたままで、他を触ってしまったときは 

『編集』⇒『元に戻す(U)U 入力』をクリック 又は『Ctrl+Z』を行い 

再度、計算式をクリック（反転状態を戻す）してから、他の動作に移ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－３／３－ 


